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権力」を基盤とする教会を正当化する重要な武器ではあったが、最近の、例えば P.Nold や J.Canning
らによる議論は、法の濫用者、「暴君」としての教皇像が史的事実というよりはむしろ対立する
当事者の言説の一つであり、同時にこの時期の闘争が、単なる教会の頽廃とそれに対する批判に
とどまらず、「合法的統治」と「公共善」、「合意」と「代表」、「服従」と「抵抗」等についての
思想の深化をもたらしたことを示唆している。「生権力」や「紀律」といったシステム論的把握
とは別のアプローチにもこの問題系が開かれていることを踏まえた上で、宗教改革論も含めて、
中世的権力から近代的権力への移行についてのさらなる議論が求められているのではないだろう
か。
